
テーマ屑上ヒ爪＿もう＿つの平泉－

3月15日（土）～5月11日（日）特別展示室

‥＿＿一二」　ゝ　　▲　皿

比爪館跡出土遺物（紫波町教育委員会蔵）

奥州藤原氏の第二の拠点、比m館の出土遺物です。かわらけ、国産陶器、中国産陶磁器、

木製品、金属製品、石製品など、平泉と賞的に全く遜色のない遺物が、豊富に出土しています。

かわらけは赤味が強い色合いで、平泉と異なった作り癖もみられ、独自のかわらけ工房を有

していたことを示します。
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｛いわて文化ノート

明治期の博覧会と物産会
専門学芸調査員　笠原　雅史（歴史部門）

1　はじめに

成立背景が博物館と関連が深いとされ

る博覧会や物産会は、現在も盛んに催さ

れています。ご当地クルメや菓子などの

「食」や、「花」や「ペット」をテーマに

したもの、そして国をまたいで開催され

る万国博覧会など、そのテーマや形態、

規模に至るまで様々です。一般的には世

界で最初の博覧会は18世紀末のパリで

開催されたとされていますが、日本、そ

して岩手における博覧会はどのように始

まり、変遷していったのでしょうか。明

治期の博覧会の記録から探ります。

2　博覧会のはじまり

日本で最初の産業博覧会は明治4年

（1871）10月10日から11月11日にかけ、

京都本願寺大書院で開催されました。こ

の博覧会をまとめたのは、25年の大河ド

ラマでも登場した新島（山本）八重の兄、

山本覚馬です。覚馬は会津藩士として戦

争捕虜となっていましたが、釈放された

後はその才覚を買われ間もなく京都府の

顧問となっていました。

乗京文化財研究所美術部が編集した

『明治期府県博覧会出品日録』によると、

出品点数は375点。その出品の内訳は「支

那」つまり中国関連の品が170点で4割

以上を占めます。書や刀、鉱物などは

123点でした。産業の振興に関連した工

芸品は43点、西洋関連の品は39点と決

して多くありませんでした。

内国博覧会を含む殖産興業政策は、内

務省が国策としての産業振興の中心を

担っていました。特に内務省の7つの部

局のうち、「勧業票」が所管し、一方で産

業振興プロジェクトの事業を現地で担っ

たのが府県庁です。府県知事の監督権も

内務省が握り、府県庁は内務省の出張所

としての側面を持っていました。
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明治政府も殖産興業政策の一環とし

て、海外の万国博覧会への参加や国内で

の博覧会・共進会を開催しました。特に

力を入れたのが、西南戦争中の明治10年

（1877）の第1回から明治36年（1903）

の第5回まで開催された内国勧業博覧会

です。各府県より工業・冶金業・製造物・

美術・機械・農業・園芸などの分野に分

け、出品を求め、褒賞を行うなとして、

国民の殖産興業への関心と意欲を増進さ

せることを目的としていました。

第1回の内園勧業博覧会は、明治10

年（1877）8月21日、東京上野で天皇

を迎えて開会式が挙行され、挨拶に立っ

た主催者の内務卿大久保利通は8万点

をこえる陳列品を「産出の住、製作の美」

と称えました。3か月で入場者は45万

人を超え、盛況を博したといいます。

岩手県からも各部門への出品が見ら

れ、第2回内国勧業博覧会では有功二等

（県観業課出品の牛馬）1、三等6、褒

賞22を獲得しました。三等入賞品には、

盛岡の鉄瓶3点と葛巻の牛が含まれて

います。

上野公国於開設第三回内国勘定博E会之略図
（岩手県立博物館蔵）

上の写真は、明治2年（1889）の4

月1日から7月31日まで、東京の上野

公園を会場に開催された第3回内国勧

業博覧会の会場を多色刷版画（錦絵）で

描いたものです。第3回にも、岩手県か

ら各部門の出品が見られました。美術品

では盛岡の川口寿宜（月村）や、水沢の

常八（耕雲）、黒沢尻の小原権六（玉江）

などが記辞されています。また、農業で

は県産馬24頭が出品され、内12頭が褒

賞を獲得しました。

3　岩手県初の博覧会

岩手県においても第1回勧業物産会

が明治11年（1878）5月1日から31日

の1ケ月にわたり、盛岡で聞かれまし

た。先行の研究では、物産会の趣旨は以

下の点にまとめられています。

第－に、商品を売るための産業指導を

行い、生産者の技術を高めること。第二

に、商品の市場開拓を行うとともに、出

品商品に対する需要を計ること。第三に、

商品を不特定多数の需要を目標に、実見

を伴う宣伝・広告を行うこと。第四に、

需要者の選択眼を養い、生活技術を高め

ること。

特に、宣伝と広告の有効な手段として

博覧会、物産会の役割は大きいものでし

た。大正期のラジオ、戦後のテレビは未

だ登場しておらず、国民が大いに関心を

向ける日露戦争以前は、新聞を定期的に

とっているのは大学教授か学校長、事業

家などで、一般の家ではほとんどない時

代でした。雑誌も少年雑誌の刊行が始ま

るのが明治20年代からであり、多くの雑

誌が創刊されるのは明治30年代です。

第1回の会場となったのは、現在の岩

手日報社、もりおか歴史文化館（旧県立

図書館）などの敷地一体です。明治初期、

この一帯には勧業場がありました。

第日司の勧業物産会についての記述

を書籍や刊行物に探すと、伝家の宝刀や

家宝など、「珍奇珍弄ノ贅物」が多く出品

されて係官を驚かせ、「物産会」の趣旨が

理解されなかったことが注目されていま

す。（明治初期の博覧会に前時代の見世物

小屋の要素が見られるのは、前述の京都

博覧会の様子からも分かるように、岩手
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に限ったことではありません）

第1回の勧業物産会に対し、明治13

年（1880）の第3回勧業物産会（盛岡）

では、主旨が理解され、「日用繁用ノ物品」

が出品されたと評価されることが多いよ

うです。

第3回物産会出品者は1．052人、出品

数165，063品、内機械類25品、観客は

49．023人でした。売り上げは7，857品で

4．184円16銭、商品授与者273人（1等14

人、2等79人、3等180人）と伝えられ

ています。

岩手県初の第1回勧業物産会で目立

つものは混乱ぶりだけだったのでしょう

か。しばらく当時の新聞『日進新聞』を

読みながら様子をたどることにします。

明治11年（1878）5月3日（金）付

の『日進新聞』では、開催日の1日は好

天気に恵まれ、午前9時から会場式が盛

大に行われた様子が記されています。5

月6日の記事には、5日間の来場者数

は12，795名を数えたこと、売り上げは

591品で334円87銭7厘であったとあり

ます。

月　日 �?ﾈ�ｨ�)�B�取引品数 

5／1～　5 ��(�Cs添�ﾂ�591個 

5／6－10 ����33c)�ﾂ�791個 

5／11～15 塗�C3s)�ﾂ�364個 

5／16～20 ����C��I�ﾂ�297個 

5／21－25 ��(�C�3)�ﾂ�310個 

5／26～31 ��8�C#悼�ﾂ�336個 

合　計 田X�C都9�ﾂ�2．689個 

表　第1回勧業物産会入場者数及び取引晶歓

上の表の通り、1か月の開会期間で、

来場者は合計65，973人を数え、2．689品

が取引されたとのことです。当時の盛岡

市の人口の正確な記録は残っていません

が、現在の市域である12箇村を含めおお

むね4万人と考えると、かなり盛況で

あったといえそうです。

5月30日の記事においては、「マタ該

会之本月三十一日マテノ所ヲ来月ノ十日

マテ延サレルトノイフ風説モ有り升ガ決

シテソンナ事ハ有リマセン　全ク明

三十一日限リテ有り升」とあり、当時の

雰囲気を伝えています。

売買された品数はそれほど多くありま

せんが、先に述べた「珍品」は一部であ

り、石炭や琉泊などの鉱物や陶器、漁労

異や工具、日用の家具も出品されていま

す。のち全国的にも評価を得る小泉仁左

衛門、有坂冨右衛門製作の鉄瓶について

の記述もあり、「其形皆雅二シテ実二璧ス

ぺキノ佳作ナリ」と評されています。

以上のように、『日進新聞』で報じられ

た第1回勧業物産会の概況を見てみる

と、明治期の早い段階から岩手県におい

ても見るべき物産が多くあり、周知され

ていたことが分かります。

余談ですが、5月18日付の『日進新聞』

には、真偽のほどは定かでは有りません

が、様々な書画に混じり木戸孝允や西郷

隆盛の書が出品されているとあります。

また、24日付の紙面では14日に内務

卿であり、殖産興業政策を推進していた

中心人物の大久保利通が赤坂の紀尾井坂

において殺害された事を伝えています。

4　博覧会のその後

本県のみならず、明治前期において博

覧会は一つの流行として各地で行われま

した。新聞紙上でもたびたび話題となり、

博覧会の有効性を説く書評が多く見られ

ます。原敬も明治14年（1881）の郵便

報知新聞において「博覧会之効用ヲ論ス」

と題した社説を掲載したことが記録に

残っています。明治13年（1880）の宮

城県博覧会でも南部鉄瓶が入賞していま

す。明治16年（1883）には秋田・福島・

宮城・岩手四県連合の共進会が開催され、

受賞者94名中優品9品が選ばれ、岩手

県は漆蝋と麻が選ばれました。

下の写真は明治17年（1884）の岩手

県勧業博覧会の三等賞牌で、常設展示室

で展示されている資料です。

明治17年勧業博覧会竃牌（岩手県立博物館蔵）

このほか、岩手県内でも郡連合の物産

会が毎年のように行われるようになり、

これを通じて各地の産業を評価すること

が定着していきました。次第に「物産館

を常備すべき」との声が上がるようにな

り、岩手県では明治25年（1892）に物

産陳列所を常設しています。

明治期の博覧会、物産会は前期にその

ピークを見ることができます。列強の仲

間入りを果たす日露戦争期までに産業革

命が進展し、内国勧業博覧会の開催も明

治36年（1903）の第5回で終了しました。

内務省を設立した大久保利通をはじ

め、博覧会を勧めた政府の構想にその狙

いが明確にあったかは定かでありませ

ん。しかし、結果的に市民文化期以後の

ラジオやテレビと同様に、博覧会や物産

会が「日本」のイメージを作る役割を担っ

たといえます。大正期には「産業」とい

うテーマは後退し、都市を中心に娯楽な

ど文化的テーマが導入されました。第二

次大戦後は「復興や平和」、そして近年

は「自然や環境」を重視するなど、主要

テーマも移って行きました。しかし、い

かにして継続的に斬新な出品、展示を行

い、活気に満ちた企画を実施するかはと

の時代にも共通の課題だったようです。
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■テーマ展

上ヒ爪＿もう＿つの平泉一
会糊：平成26年3月15日（土）－5月11日（日）　会場：特別展示室

奥州藤原氏の中心の権力拠点は「平泉」

です。しかし、奥州藤原氏の支配形態は、

「平泉J一極集中の権力構造ではなく、第

二の拠点「比爪」の存在を注目すべきで

す。「比爪」は岩手県紫波郡紫波町南日詰

付近を中心とする地域です。「比爪」は「平

泉」に匹敵する権力中枢なのか、その勢

力範囲はどこまで広がるのか、また「比爪」

と「平泉」はとのような関係か、考古学

資料を中心にその実傷を紹介します。

1奥州藤原氏の勢力範囲と内部構造

奥州藤原氏は、12世紀代、乗北地方に

勢力を石していた豪族的武士団です。比

爪初代の「藤原清網」は平泉初代の「清

衡」の息子で、二代の「基衡」の弟です。

「清綱」も姓は「藤原」であり、「比爪」

も「奥州藤原氏」と位置付けることが妥

当です。奥州藤原氏の勢力範囲は、出羽

（秋田・山形県域）全域と福島盆地以北の

陸奥（岩手・宮城・青森県域）であって、

東北地方全体ではありません。

奥州藤原氏の元来の本拠地は陸奥国奥

六郡ですが、平泉は奥六郎よりも南側に

位置し、その志向は勢力圏南部、さらに

は日本の中心の京都へ向いていたと考え

られます。一方、比爪は、奥六郡の北半

部に位置し、その志向は奥六郡北半部か

ら、塘部、外ケ浜などの勢力圏北部に向

いていたと考えられます。

2平泉一奥州藤原氏第－の拠点一

平泉は、院政期京都の有力者の居館構

造を他地域に先んじて取り入れた画期的

な構造の都市でした。この居館構造は、

以下の三機能からなる複合施設です。

（D儀礼・政務の施設の「館」

②居住用施設の「御所」

③宗教施設の「寺院」

郡市平泉の形態は、初代清衡から、三代
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秀衡におよぶ、各代の「居館」が重棲、

連結したものといえます。その都市の中

で儀礼に使用された「かわらけ」も京都

由来の儀器で、莫大な圭が出土していま

す。また国内各地の窯や中国産の陶磁器

も多圭にもたらされており、同時代の他

地域の在地権力の拠点よりも、卓越した

物質文化を誘っています。

3比爪一奥州藤原氏第二の拠点－

①中核遺跡日比爪の中心施設は「比爪

館」です。比爪館の範囲は東西約300m、

南北約200mで、面積は5万ポ以上にも

及びます。南面は五郎沼に面し、北・乗・

西辺は大講で区画されています。これま

で、比爪館は32次にわたる発掘調査がお

こなわれ、多量の遺物が出土しています。

これまでの調査は小学校敷地である区画

内部の北西部に集中しています。この地

点では四面庇建物や、井戸跡も多数検出

されており、居住用施設の「御所」とし

ての機能が想定されます。

また、比爪館には「大荘厳寺」とい

う寺院があったとされています。大荘厳

寺は近世初頭に盛岡城下建言鋸こ伴い移転

し、明治初頭の廃仏毀釈で廃寺になって

います。現在、区画内部の南西部には大

荘厳寺ゆかりとされる「薬師神社」と「阿

弥陀堂」が所在します。そして、その付

近は周囲に比べて標高が低くなってお

り、「金比羅池」という池があったと伝承

されています。さらに、その西側には土

比爪田跡（写宍：紫波町教育委員会）

塁状の高まりが確認されていました。今

年度、県立博物館考古部門がこの周辺の

微細な地形測量をおこなったところ、平

泉の無量光院と同規模の浄土庭園が想定

できる地形が浮かびあがりました。西側

の土塁状の高まりは、無重光院の金堂が

建つ西島に酷似した規模・形状です。こ

れらのことから、区画内郡の南西部が大

荘厳等の寺域で、その形態は争土庭園型

式の寺院と推測されます。

区画内郡の北東部はほとんど発掘調査

がなされていませんが、儀礼・政務の施

設の「館」の存在を想定できる広さを毒

します。このように、「比m館」は院政期

京都の有力者の居館や、平泉の居館と同

様の三機能からなる福合施設であること

が明らかになってきました。

比爪館の栗側には、約1km四方にわ

たって12世紀の小路ロトll遺跡が広

がっています。発掘調査では大規模な区

画溝と直線的な道路遺構が検出されてお

り、直線道路と大規模な満で区画される

「都市的な場」であることが明らかにな

りました。このように、小路口I l‖遺

跡は比爪館に伴う郡市であり、両者の合

わせた広がりを「比爪中核部」とするこ

とができます。

②周繍遺跡‥比爪中核部からやや離れ

た地点にも関連遺跡が所在します。これ

らも、中核部と密接な関係を有する構成

要素と位置付けられます。

下川原l・日遺跡は比爪館から約2km

南東方向に位置します。北上川と平沢川

との合流部という川湊に適した立地に位

置し川湊としての機能が想定されます。

比爪中核部とは平沢川と合流する山吹川

によって連結されています。また、火葬

施設やかわらけ焼成遺構などが検出さ

れ、都市の周縁部の埋葬場所や手工業施

設が存在する空間でもありました。
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聞達講座（聴講無料　当日受付　講堂　各1330～1500）

3月21日（金・祝）「御井・大名・国人一中世成立期の東日本における兵たち－」高穣一樹氏（武蔵大学教授）
・3月23日（日）　　r俺の平泉一比爪を斬る～J　　　八重樫忠邸氏（平泉町役坤・岩手大学害A准教授）

4月13日（日）　「比爪－もう一つの平泉－J　　　羽柴直人（当ヰ学芸A）
4月27日（日）　「北の経専j　　　　　　　　　　藤沼邦彦氏（元弘前大学教授）

伝蓋■山経環（平井町）出土蛙糟、経簡外書鶴を■示します。（奈良国立博物館蔵考古資料相互活用促進事業による出品）

栗田‖遺跡は比爪館から4．8km離れた

紫波町西部に所在します。12世紀の遺物

が出土しており、居館遺跡と想定されま

す。遺物の賃から住人はそれなりに高位

の者であったと考えられ、紫波郡西部の

拠点的な居館と位置付けられます。

吾妻鏡には、寺院「高水寺」の記述が

あります。高水寺は比爪館の35km北の

北上川緑の丘陵「城山」がその所在地と

されます。発掘調査では12世系己の遺物も

出土しており、この想定を裏付けていま

す。比爪中核部と近い距離にあることか

ら、その維持、運営に比爪の奥州藤原氏

は深く関わっていたと考えられます。

③宗教遺跡‥比m中核部から視認でき

る東西の山列には経塚、寺院などが所在

します。これらは、比爪の外縁部とも言

える位置で、比爪の構成要素と位置付け

られる宗教施設です。

西側では、「新山」に新山寺跡、新山濯

塚、弥勤地経塚が所在します。新山は比

爪館の喜西に位置し、重要な宗教的仮託

がなされていた山と考えられます。

東側では、北東部に山屋館経塚が所在

します。また、赤沢地区の薬師堂には12

世紀代の「七仏薬師立像」が現在も地域

の信仰を保って伝わっています。薬師堂

付近には「蓮華廃寺」が所在したとされ、

複数の里芋から構成される大規模な寺院

の存在が想定され、比爪との深い関わり

が推測されます。

赤沢薬師堂七仏薬師如来五億（正吉寺）

4北方への広がリー奥六郡の北へ－

比爪の勢力圏は、比爪周辺に限定され

ず岩手郡、さらに奥六郡から北方にも広

がっていると推測されます。比爪のかわ

らけは、平泉のものとは異なった作癖が

ありますが、この「比爪風かわらけ」が

北方に分布していることがその根拠とな

ります。また、平泉と比爪の位置関係か

らも、岩手郡以北が比爪の管指とするの

は自然な解釈です。比爪の北には、あた

かも交通路に沿うように、奥州藤原氏時

代の遺跡が要所毎に所在します。その交

通路は以下の3つに分けられます。

①東北縦貫自動車道に沿う道筋

②国運4号緑に沿う道筋

③三陸沿岸部の海路

①～③のルートいずれの終点も外ケ浜

（青森湾周辺）ということになります。

③三陸沿岸部のルートは比爪との具体的

関係は不明ですが、①、②の陸上交通路

は、比爪との関連なしには成り立たない

交通路と断定できます。

奥州藤原氏の時代、日本の北東端は

「外ケ浜」とされ、関連遺跡の分布も外ケ

浜までと理解されていました。しかし、

さらにその北の北海道にも、奥州藤原氏

の影響が及んでいる確実な証拠が見つか

りました。北海道太平洋岸の厚真町宇隆

＝遺跡の12世紀の常滑産広口壷です。想

定の上では北方交易が取り沙汰される奥

州藤原氏ですが、異体的な考古学的な事

例は寡少で、非常に注目すべき事例です。

5比爪その後　一鎌含時代の紫波一

文治5年（1189）、平泉の奥州藤原氏

は滅亡します。比爪の奥州藤原氏も源頼

朝に授降し、当主俊衡は比爪の地に残る

ことを許されますが、その子弟は連行さ

れます。しかし文治合戦において、比爪

系の奥州藤原氏は誰一人、討死、刑死し

ていません。このことは、比爪が平泉と

最後の段階で枚を別ったことを示してい

るのかもしれません。

鎌倉時代の紫波郡の様相は不明な点が

多い状況です。この時代を埋める資料に、

石製の供養碑「板碑」があります。紫波

郡内には約50茎が存在し、鎌創寺代の紀

年錆を有するものも10塁以上あります。

鎌倉時代、板碑を道立し供養を行い得る

権力者が紫波郡内に存在したことを示し

ています。

6比爪と平泉

従来、比爪は平泉に従属する勢力との

見方が一般的でした。しかし、考古学的

な事例を積み重ねた結果、比爪の物質文

化、都市構造は平泉と何ら遜色がないこ

とが明らかになりました。このとから、

比爪は平泉と同等の格式を持つ、対等の

関係であったと理解するのが適切です。

しかし、これは比爪と平泉の対立を示

すものではありません。両者の協調関係

があったからこそ、奥州藤原氏の繁栄が

あったのです。

（主任専門学芸員　羽柴直人）
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■◆岩手県立博物館だよりトぬ14020143◆

■活動レポート　災害復興事業に伴う緊急発掘調査等支援

釜石市片岸貝塚・野田村平清水‖遺跡
専門学芸員　八木　勝枝（考古部門）

考古部門は、岩手県教育委員会や市町

村教育委員会から依頼を受け、緊急発掘

調査や展示の支援を行いました。

今回は、釜石市片岸貝塚および野田村

平テ看水川遺跡の発掘調査等の支援活動に

ついてレポートします。

■蓋石市片岸貝塚調査支援

片岸貝塚は、釜石市鵜住居地区片岸町

に立地する遺跡です。被災市街地復興土

地区画整理事業のため、緊急発掘調査が

行われました。釜石市教育委員会主導の

下、岩手県立博物館考古部門は長野市教

育委員会・岩手県教看委員会と協力して

発掘調査を支援しました。

縄文時代では大きな発見がありまし

た。長さ18mを超す長楕円形の大形住居

跡が見つかったのです。長楕円形の大形

住居跡は縄文時代前期から中期初めの時

期に、東北地方から北陸地方に分布しま

す。片岸貝塚で見つかった大形住居跡は、

調査範囲内に収まらず、長さは20m近く

あると推定されています。岩手県内では

これまで内陸部で数多く見つかっていま

したが、沿岸部での事例は比較的少なく、

釜石市では初めての発見です。

縄文時代以降の資料も数多く見つかり

ました。海浜に近く、山裾の平坦面に立

地した片岸貝塚は日当たりも良く、縄文

時代以来ずっと山海の恵みを享受でき

る、暮らしやすい場所だったと考えられ

ます。

発掘調査の成果は、釜石市教育委昌会

を中心に発掘調査報告書としてまとめら

れる予定です。今後、片岸地区の歴史と

して、釜石市内外の多くの人に活用され

ていくことでしょう。

■野田村平清水‖遺跡調査・展示支援

野田村野田に所在する平清水111遺跡

6

宝石市片岸貝塚　大形住居跡の発掘調査

は、バイオマス発電所建設のため野田村

教育委員会と岩手県教育委昌会によって

発掘調査が行われました。岩手県立博物

館考古部門は野田村教育委員会の調査・

展示を支援しました。

発掘調査によって、奈良～平安時代の

竪穴住居跡60棟が見つか」ました。住居

跡を覆っていた土には、十和田湖起源の

十和田a火山灰（915年降下）と、中国・

北朝鮮国境に位置する白頭山起源の白頭

山一苫小牧火山灰（10世紀前半降下）が

着剤を塗り、布に土を転写させる「土層

はぎ取り」を行いました。住居跡を展示

することは簡単ではありませんが、士層

を保存することによって後世に遺跡発見

時の状況を伝えることが可能です。

土居は、11月3・4日に開催された

野田村総合文化祭で展示されました。遠

く離れた地から飛んできた火山灰は、多

くの来場者を驚かせていました。今後は、

岩手県立博物館内で保存処理を行い、長

く活用していく予定です。

顕‾主一一′－‾
の土層断面に特殊な接　　野田村平沼水川遺跡　平安時代住居跡の土層展示の様子



◆岩手県五博物館だよりトb14020143◆■

関西での「平成の大津波被害と博物館」巡回展

平成23年4月から始まった岩手県に

おける文化財レスキュー活動と、救出さ

れた文化財の価値を紹介するテーマ展

「平成の大津波被害と博物館」は、平成

25年1月5日～3月17日に当館で開催

され、その主要部分が同年5月15日～

6月22日に昭和女子大学光葉博物館で

も展示されました。その後、自然史標本

のレスキュー活動をテーマの中心に据え

て再構成したミニ巡回展が、夏から冬に

かけて関西の3つの博物館等で開催さ

れました。

当館の文化財レスキュー活動は、多く

の博物館・研究機関等の協力を得て行わ

れていますが、特に陸前高田市立博物館

所蔵自然史標本の再生は、北海道から九

州まで40館を超える博物館等の協力に

よって成し遂げられました（本誌130

号）。これらの標本の多くが陸前高田市

出身の鳥羽頂戴やその後継者たちによっ

て収集されたものであったことから、関

西巡回の出発点となった大阪市立自然史

博物館（8月24日～10月14日）では、

副題を「ナチュラリスト鳥羽源痛と後継

者たちの残したものJとし、彼らが残し

た自然科学の成果を救出標本から示すこ

とを主なテーマとしました。またあわせ

て、同館やNPO法人大阪自然史センター

が中心となって行っている被災地の復興

支援活動についても紹介されました。

続いて奈良県の檀原市昆虫館（10月

22日～11月17日）と兵庫県の伊丹市昆

虫館（11月21日～12月23日）でも、そ

れぞれ新たな工夫が加えられました。

この関西巡回展では、見る方に親しみ

を感じていただくため、近畿地方で採集

された歴史的に責重な標本を新たに選び、

展示資料に加えました。さらに各開催館

の独自の工夫によって、被災資料の新た

な面に光が当たったように思われます。

檀原市昆虫館での展示（佐久間大輔氏掘影）

「平成の大津波被害と博物館」展は、

東京都の江戸東京博物館において新たな

内容を加えて開催中です（3月23日ま

で）。　　（専門学芸員　鈴木まほろ）

■事業報告

平成25年度岩手県文化振興事業団プレゼンツ

「文化・芸術が集うときin紫波町」
合同展（平成25年度岩手県立博物館移動展・第訓回埋蔵文化財展）

岩手県文化振興事業団の各事業所が参

加する合同事業、「文化・芸術が集うと

き」。今年度は平成25年11月14日（木）か

ら17日（日）までの4日間、紫波町で開

催されました。当館は、埋蔵文化財セン

ターとともに紫波町情報交流館の大スタ

ジオを会場に合同展を行い、5∞名を超

える方々にご来場いただきました。

当館では、館内展示物以外に膨大な数

の資料を収蔵しています（平成25年11

月現在での登録数は14万点超）。今回の

合同展では、地質　考古・歴史・民俗・

生物の各部門がこれら収蔵品及び県蔵品

の中から紫波町に縁のあるものを中心に

450貞道の資料を選び、ご覧いただきま

した。例えば、紫波町の山王海タム付近

で見つかった新第三紀後期中新世のサケ

化石（地質部門）、乗長岡天王遺跡で出

土した縄文時代晩期の土偶（考古部門）、

江戸時代に盛岡薄が作成した国絵図で、

志和四箇村や飛び地の八戸濡領も描かれ

ている盛岡藩領内図（歴史部門）、昭和

初期に町内で製作されていた土人形（民

俗部門）、1979年に町内で保護された、

本来は太平洋・大西洋・インド洋の熱帯・

亜熱帯海域に分布するはずのシラオネッ

クイチョウ（生物部門）などです。

この他、15日（金）には当館主任専門学

芸員の羽柴直人が「比爪の考古学的研究」

と題し学芸員講座を行いました。町内に

は奥州藤原氏の時代（12世紀）の遺跡が

数多くあり、当時の一大拠点が築かれて

いたと推定されています。最新の研究成

果を交えたこの講座には、39名の方にご

参加いただきました。

年に一度、博物館・埋蔵文化財センタ

ー・県民会館・美術館が盛岡を飛び出し

て出張事業を行うこの企画、広い県士を

右する岩手ではとくに意義のあることと

考えています。より多くの県民の皆様に、

より身近で文化・芸術に親しんでいただ

けるよう、今後も努力してまいります。

（専門学芸員　丸山活治）
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●ゴールデンウイーク臨時開館　4月28日（月）
コールテンウイーク期間中の4月28日（日）は臨時開館します。
4日2日（火）～5月6日（火　振休）は無休、5月7日（水）は休館です。

■国際博物館の日

●国際1青物1蛇の目　5月18日（日）人世無料
5月18日（日）「匡】際博物館の日」は入館料が無料です。

●県博バックヤードツアー　5月18日（日）参加無料
「匡】際博物館の日」の記念手業として、今年も■■県博バックヤードツアー■■
を実施します。′S、たんは見られない収蔵庫などを学芸員が特別に案内
します。
5日18日（日）当日受付　定員各回10名　所要時間約∝）分

自然コース（む13：（氾－　②14：00～
歴史コース　③1315～　④14：15－

※整理券は各回10分前から配布します。
※とちらかのコースを選んでご参加ください。

展覧会と関連事業

■テーマ書　比爪一もう一つの平泉一

平成26年3月15日（土）～5月11日（日）特別よ示室

奥州藤原氏第2の拠点「比爪」（岩手県紫波町）。比爪は平泉に匹敵する
都市か。考古学貞料を中心に、その実懐を紹介します。

■展示解説会1430－1530　特別展示室　要入館料

3月15日（土）、5月10日（士）
■考古学セミナー講演会

3月21日（金・祝）1330～15〔旧　当日受付　講堂　聴講無料

「御館　大名・国人一中世成立舞月の東日本における兵たち－」
講師　高橋一樹氏（武蔵大学教授）
4月27日（日）1330～15〔旧　当日受付　講堂　聴講無料

「北の経塚」
講師　藤沼邦彦氏（元弘前大学教授）

■考古学セミナー現地見学会　r比爪館を歩く」（紫波町）
4月29日（火　祝）1330－1630　現地集合　解猷

※要事前申込。詳細は博物館までお問い合わせください。
■県博日l■‡■座

3日23日（日）133）～15（氾　当日受付　講堂　聴講無料

「俺の平泉～比爪を斬る～」

書郡市　八重樫忠郎氏（平泉町役場、岩手大学客員准教授）
4月13日（日）1330～15〔旧　当日受付　講堂　聴講無料

「比汀トーもう一つの平泉一」

書都市　羽柴直人（当館学芸員）
■企画展　八戸立彊三百五十年！己念

ふるさとは岩手　八戸灘の礎となった母と子
～二代5暮主南部温1枚と生母1松院一

平成26年6月28日（土）～8月17日（日）特別よ示室
※詳細は次号で紹介します。

■古文書入門講座

5月10日（土）～6月1日（日）毎週土Ⅶ・日曙全8回10∝〉～11：30

『子供早学問』『平泉往来』などの江戸時代の寺子屋の教科書で、
かな文字から古文書の基礎を学びます。

定　　■　30名　※要手前申込み（応募者多墾文の場合は抽遇）

対　　象　一般（初めて古文書を学ぶ方）

事暮期間　4月8日（火）から4日22日（火）まで　〈必着〉
応募方法：往得はがきに、①古文書入門講座受講希望、②住所、（卦
氏名（′Slりがなも）、④電話番弓を明記の上、当館の古文書入門講座係
宛に郵送してください。募集締め切り後、返信用はがきで連絡します。

◆第67回自然観＃会「昆虫l観察会」網張濾泉自然観蕪の痔
6月29日（日）9：00～　現地暮合・解散
ブナ林の昆虫を観察します。
講師　干葉武勝氏（元岩手県農業試験場研究員）
※要事前申込。詳細は博物館までお問い合わせください。

■県博日曜講座

第2・第4日l■日13：3）～15．00　当日受付】瞳鱗無料
当館学芸員等が岩手の文化や歴史、自然について解説します。
＊はテーマ展「比爪一もう一つの平泉－」関連講座です。

3月9日　「エクスカーション「盛岡」～3コースで盛岡を探る～」
中山　敏（当館館長）

＊3月23日　「俺の平泉～比爪を斬る～」八重樫忠郡民（平泉町役甥）
＊4月13日　「比爪－もう一つの平泉－」羽柴直人（当館学芸員）

＊4月27日「北の糸至塚」　　　　　　　　藤沼邦彦氏（元弘前大学製控）

5月11日「いわてのシカを知る～その生態と生息状況について～」

山内貫象氏（岩手県慣塊保健研究センター）

5月25日「「ケセンカギ」の誕生一滴臭からみた気仙地方における
アワビ漁の変遷一」　　　　　　　日時和裁（当館学芸員）

6日8日　「遺跡の土を洗ってみると
一御紙遺物から考える古代－」　丸山浩治（当館学芸員）

6日22日「カッパのはなし」　　　　　　　川向富貴子（当館学芸員）

■週末の催し

◆ミュージアムシアター
毎月第1土曜日13：30－15．10　講堂　当日受付　視聴無料

童喜舌を中心としたアニメなどを上映します。
3日1日　人形特集　小学生向け

人形劇「おじいさんと不思議なおくりもの」「おじいさ
んとてぶくろのお家」／人形アニメ「わらしへ長者」「魔
法の指輪」「おこんじようるり」

4月5日　アニメシアター　幼児～小学生向け
「忍たま乱太郎」たたのドケチじゃないの段　学園長の
ワラ人形の段／「忍たま乱太郎のがんばるしかないさ」
あたたかい心でしんせつにする　きまりを守って協力し
あう　ほか／「恐竜くんのリサイクル」「Lost Anlmals

よみがえる絶滅動物たち」
5月3日　アニメシアター　幼児～小学生向け

「だるまちゃんとてんくちゃん」「だるまちゃんとかみな
りちゃん」「ムーミン　ぼくは王様だ」「ムーミン　落ち
てきた星の子」

6月7日　アニメシアター　幼児～小学生向け
「たまごにいちやん」「こんにちは　たまごにいちやん」
「がんばるlたまごにいちやん」「ねこざかな」「おとるね
こざかな」「そらとぶねこざかな」「ねむるねこざかな」

◆チャレンジ
毎月第2・
チャレンジ
3月8日・

4月12日・

5日10日

6日14日・

＝はくぶつかん
第3土l■、日t■、祝日　小学生向け　随時受付
1マークをさがしてはくぶつかんをたんけん1

9日15日16日　　テーマ　金

13日　19日　20日　　テーマ　馬

11日　17日18日　　テーマ　つなぐ

15日・21日　22日　　テーマ　足

◆たいけん教室－みんなでためそう～（予約制）
等週日疇旧13．（氾～14：30　幼児・小学生20名程度　参加無料
さまざまな遊びやものつくり、実臆を体験してみましょう。
※要事前申込み。開催日の1週間前の日曜日から電話または博物館
で9　30－1630まで（休館日を除く）先着順に受け付けます。
1度に3名まで予約可能です。詳細はお問い合わせください。

3月 ��

4月 ��

5日 ��

6月 ��

平日・土樽13：30－1430　日lt1030～1130

解説員が常設展示室をご案内します。そのほかにも随時、解説員が
ご質問や解説のご希望におこたえしています。

■利用のご案内

■開館時間　930～1630（入館は1600まで）

■休館日　日曜日（月曜が休日の場合は開館、翌平日休館）
※4日28日は臨時開館

資料整理日（9日1日～10日）

年末年始　（12日29日～1日3日）

■入館料　一般300（140）円・学生140（70）円　高校生以下無料

（）内は20名以上の団体割引料金
国際博物館の日5月18日（日）は無ホ斗

※学校教育活動で入館する児童生徒の引率者は、申三割こより入館料

免除となります。
※療育手帳、身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ちの

方、及びその付き添いの方は無料です。
※消華税率改定に伴い、入館料に変更が生じる1易合かあります。
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